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照誠師プロフィール
照誠師は、1967年10月に中国の遼寧省大連で出生、17歳で出家、19歳で中国仏教院霊岩
山分院を卒業。1990年の初めに、上海の円明講堂で近代法門の尊宿である明暘師に師従す
ることになり、その後、曹洞宗の第48代法嗣、臨済宗の第42代法嗣となる。また、1992年
には香港天台宗教主である覚光長老から嗣法し天台教観第47代法嗣となる。中国仏教協会
事務次長、遼寧省仏教協会会長、上海仏教協会副会長、上海市赤十字会副会長、上海龍華
古寺住職、上海大慈公益基金会会長等を歴任。
師祖の円瑛師（1878年～1953年）は中国近代仏教の指導者であり、1929年に太虚師と共
に中国仏教協会を設立し、その後数期連続で会長に選出された。さらに、1953年 5 月には
同協会の中国人民共和国成立後初代の会長にも選出された。
恩師明暘師（1916年～2002年）は円瑛師の直弟子であり、生涯30年近く円瑛師に師従し、
中国仏教協会副会長、上海市仏教協会会長、上海龍華古寺住職などを歴任した。
自己紹介
現代仏教の任務は、「文化をもって仏法を挙揚し、教育をもって人材を育成し、慈善を
もって社会に報い、勉学・修業をもって魂を浄化する」ことだと思います。私は2004年か
ら「慈善文化」というプラットフォームを構築することに努力を傾けています。これは、
仏教信徒たちと文化・芸術・絵画・書道などの分野の著名人、および社会各界の人士を結
び、すぐれた作品の寄付を募ってオークションを行い、得られたお金で慈善事業を援助す
るというものです。ここ十年来、各界の方々に支持を得て、チャリティオークションで調
達した資金は人民元で 1 億元（約17億円）という額になりました。これは単一の慈善活動
プロジェクトによる資金調達額としてはこれまでで最高の額であると上海慈善基金会に認
められており、上海宗教界ではよく知られた団体となっています。
前世紀90年代頃、私は明暘師に随行して東南アジアを訪問しました。この二十数年余り、
明暘師の民間外交使節の精神に則り、ほかの僧侶たちとともにアメリカ、イギリス、オー
ストラリア、日本、シンガポール、マレーシア、香港、マカオ、台湾等の国や地域で盛大
な仏教法会を行い、こうした文化的な友好交流活動によって良好な社会的効果が得られま
した。
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2000年から2001年には、中国仏教協会の委任を受け、研究員として日本の京都仏教大学
にて研究と学術交流を行いました。近年は仏教文化の伝道をより重視し、《円瑛大師年谱》、
《明暘法師伝》、《無上清涼─弘一大師墨宝》、《弘一大師法書集》、《山高水長─陳佩秋、
照誠書画集》、《円明照禅心》、《盛世龍騰》、《華雨心香─海龍華古寺詩詞唱和初编》等
といった書籍を編集・出版しました。また、個人的な書画作品を海外や国内で「華林三
友」・「唐宋八大家」・「花雨心香─照誠韓敏書道連展」といった展覧会に出品していま
す。また、書道作品が国連の文化機関からの出版物に収録されたこともあります。2016年
の秋、私は陳佩秋氏とともに中国国家博物館で書画の連合展覧会を行いましたが、その展
覧会に出品した「雲海」、「観心」という作品は中国国家博物館に収蔵されています。
禅仏教の形成と中国古典文学
禅宗の法嗣として、禅仏教の形成が中国古典の詩歌に対して与えた影響を簡単に述べた
いと思う。周知のように禅宗は、古インドの仏教が中国に伝わった後、中国本土の文化と
衝突、浸透、融合して仏教の一つの宗派となり、当時の中国の士大夫や文化人の心理メカ
ニズム・生活の趣味、嗜好、美的なセンスに非常に大きな影響を引き起し、これによって
さらに中国文化ないし東アジア文化を代表する重要な流れとなった。中国は古くから「詩
の国」と称され、その故に中国文学や芸術の多くの要素が詩または詩学に由来している。
詩と禅とは本来は二つの互いに異なった文化現象である。しかし、中国古代詩歌史上にお
いては、多くの僧侶たちは示法、開悟、頌古などにあたって往々にして詩作を行った。そ
れと同様に、多くの詩人が禅を学び、禅の言葉を詩の中に引用したり、あるいは禅の事跡
を詩に詠い、詩の言葉のうちに禅の深い趣を込めようとした。高徳の僧たちが詩歌に関す
る議論に加わったというだけではなく、詩歌理論において「禅をもって詩に喩える」とい
うテーマが生み出されたのである。まさに金代の詩人元好問が賛嘆したように、「詩は禅
客に色鮮やかな花を添えるものであり、禅は宝玉をも両断する詩人の宝刀である」（《答俊
書記学詩》）。中国文化の歴史上に、禅と詩は互いを燦然と照らし合い、限りなく深い味わ
いを人々に残したのである。禅が中国古典的な詩歌に対して与えた影響は、主として以下
のようなものである。
第一に、詩の理論上において「以理入詩」（理をもって詩に入る）という考え方から「以
禅入詩」（禅をもって詩に入る）という考え方への移行が生じた。通常、「以理入詩」は詩
歌の創作においてもっとも普遍的な現象である。古代中国の儒家たちは詩によって儒学の
教化を進めたが、これは非常によい例といえるだろう。このうちもっとも典型的なのは宋
から明にかけての理学家たちによる「理学詩」と「語録詩」である。仏教の中国伝来後、
仏教を信奉する文人詩客たちは仏教の教理を素直に表現した多くの作品を著すようになっ
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た。そして禅宗の「自性」という概念の流行にともない、「以理入詩」的な内容も次第に
変化していった。詩人たちはさらに一歩を進めて、禅仏教の思想を詩歌の中に詠み込んで
「理趣」のある詩歌を生み出したのである。これらは一般的な写実詩にくらべて、禅的な
興趣の深いものである。
第二に、「以禅入詩」は詩人の生命感に直接的な影響を与えるという点である。詩人た
ちは禅仏教に長らく親しんでいるうちに、無意識のうちに禅の影響を受容し、やがてそれ
は彼らの生命的な情感として蓄積していく。そして禅仏教の考え方は部分的もしくは全面
的に詩人の創作スタイルに影響を与えることになる。このようにして禅は詩にさらに深く
浸透していくのである。白居易は「花非花」という詩に書いている。「花にして花に非ず。
霧にして霧にあらず。夜半に来たりて天明に去る。来ること春夢の如く幾多の時ぞ。去る
は朝雲に似て覓（もと）むるところなし。」世界は夢に似て、人生は短い。一切のものは
花に似て、花ではない。霧に似て霧ではない。春の夢に似て短く、雲のように頼りない。
ここにはすでに、禅的な観念の蓄積から生まれた生命観の自然的流露が見られる。黄庭堅
は禅観を実践していた時に特殊な精神力を得た。この力は彼の詩歌と生命に「桃李春風一
杯の酒、江湖夜雨十年の灯」（「黄幾復に寄す」）という悲劇的かつ豪放な響きをもたらし、
また「坐して対すれば真成に花に悩ませらる。門を出でて一笑すれば大江横たわる」（「王
充道が水仙花五十枝を送りきたる、欣然として心に会す、之が為に作り詠う」）といった
洒脱さや超然とした雰囲気をもたらした。こうした禅的なさとりと不遇の人生が結合した
とき、それは「さまざまなことを経験し尽くした後で自然に帰る」という意味あいをもつ。
第三に、禅の助けによって詩は新しい審美観を形成したという点である。「以禅助詩」（禅
を以て詩を助く）とは、詩への禅の影響が中国の詩歌理論と新しい審美感の形成を促進し
たということである。「以禅助詩」とはすなわち、禅が提唱する生き方によって詩人の審
美的自覚を誘発するということである。禅の言うところの清浄な自性は「念において念を
離れ」「相において相を離れ」「念念不断にして無縛なり」といったしかたの観照によって
物事に応じ、物事を観、詩人の審美感の様態と審美的直感に影響を与える。詩僧と詩人と
の間の交流は、さらにこの影響を直接的に推進した。空の法門に入った人々は、なだらか
で豊満な詩を書くことも、豪快で斬新な詩を書くこともできた。詩人たちは、詩を書くこ
とは禅のさとりに似ており、詩に思いをこらすことは参禅に似ているということを発見し
たのである。よい詩句を得るという偶然は、禅者の「頓悟」に似たものである。詩僧と詩
人との間の交流と探求は、禅心と詩心、禅観と詩観、禅悟と詩悟が互いに通じ合う場所を
探しあて、詩歌の審美的観照と審美的直観としての一種の解釈法へと到達した。禅学は詩
人の審美観照的な指向性を啓発し、この観照的自覚性を高め、いまだ知られていなかった
審美的直覚と芸術的直覚が、ふさわしい解釈を提供したのである。「以禅助詩」は、新し
い審美的意義をもつ詩歌の出現、および新しい審美的品格の形成を促進したのである。
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第四に、禅的なメタファーによって詩は禅境と詩境の相互理解に到達した。「以禅喩詩」
（禅をもって詩に喩う）には、「以禅心喩詩心」（禅心をもって詩心に喩う）「以参禅喩賞詩
学詩作詩」（参禅をもって賞詩・学詩・作詩に喩う）「以禅悟喩詩悟」（禅悟をもって詩悟
に喩う）「以禅境喩詩境」（禅境をもって詩境に喩う）などといった側面がある。「以禅心
喩詩心」とは、禅者の超然とした心眼を詩人の審美的心理状態に喩えることである。「以
禅参詩」とは参禅によって獲得される「禅悦」を、詩を鑑賞することによって得られる美
的感興に喩えることである。「以参禅喩学詩」とは、禅者の参禅・証悟の心理的過程を、
詩人が詩を学ぶ過程に喩えることである。禅者が参禅する際には、人生や社会に対する深
い思索が必要となるだけではなく、読経・参師によって教示を求めることが必要となり、
最後に重い荷物を放下して「立地成仏」する。詩人が詩を学ぶ過程もまた同じである。「以
参禅喩作詩」とは、禅的なさとりの過程を詩の構想を練る過程に喩えることである。禅の
さとりに入るには、最終的に「頓悟」的表現が出てこなければならない。良い詩的構想は、
最終的にはまた「芸術的直観」という形式で現れてこなくてはならず、この意味で禅のさ
とりと詩のさとりは互いに非常に似たものなのである。「以禅境喩詩境」もまた、禅家が
追究する境地を詩の境地に喩えるものである。
結論として、禅は中国の古典詩歌の創作様式と審美的品格に対して重要な影響を与えて
きた。禅と詩の間に通じた橋を通して、われわれは禅の文化的意義をより明確に理解でき
るだけではなく、中国の古典詩歌の審美的特徴、および詩と禅が共同的に体現している中
国文化の性格をも深く理解することができるのである。
二〇一九年五月二四日　　　　
上海龍華古寺　承恩堂にて　
 （翻訳：岩周宏展・印海兵・早川祥賢）
